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　は じ め に
コトラーは「地域のマーケティング」の中で、
地域の魅力として、①自然美と風物、②歴史と
著名人、③商業集積、④文化的アトラクション、
⑤レクリエーションとエンタテイメント、ス
ポーツ施設、⑥イベント、⑦建築物、史跡、彫
刻、⑧その他地域の誇りの８つを挙げている１）。
本稿は、上記の魅力要素を意識しながら、佐
世保市内の観光資源・観光施設等（観光対象）
の佐世保の魅力（地域の魅力）についての認知
状況を、佐世保市民に対してハウステンボスで
実施したアンケート調査結果を分析したもので
ある。知らなければ売ることはできない。市民
による地域の魅力の認知状況が、市外からの誘
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Abstract
In order to clearly identify the important tourism resources and tourist facilities for promo-
tion of tourism in Sasebo, this research note contains an analysis of the results of a survey con-
ducted to find out the level or recognition amongst Sasebo residents in regards to 63 points of 
tourism resources and tourist facilities within Sasebo city.　This analysis makes use of factor 
analysis in addition to cross tabulation separated by age and gender.　A difference in the level of 
recognition was found between men and women and their age groups.　Common factors and age 
factors were also extracted.
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要　旨
本研究ノートは、佐世保の観光振興にとって重要な観光資源と観光施設を明らかにするために、市内
の63箇所の観光資源・観光施設についての認知状況について、佐世保市民に対して実施したアンケート
調査結果を分析したものである。認知状況の分析は、性別と年代別のクロス集計のほか因子分析によっ
た。これによって、男女間、年代間での認知状況の違いが確認され、また、共通因子、年代因子を抽出
した。
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客を目指す観光振興の基本にあると考える。
なお、類似調査は２００７年に実施しているが２）、
今回の調査は質問の仕方を変更、また、佐世保
市民に対象を絞り込んで性別、年代別等の分析
を行なったものである。
１．調査概要
　調査対象と調査方法
アンケート調査は、ハウステンボスに来場し
た佐世保市民を対象とした。アンケートの手法
は、入口でのランダムな配布自記入式と出口で
の留め置き自記入式の方法をとった。調査内容
の異なる複数の調査票を用意して回答を得るこ
とで、市内同一地区からやってくるグループ、
家族、夫婦による回収サンプルの偏りを避け
た。
調査は、２００９年８月、１１月、２０１０年２月、５　 
月の各４日間、平日２日と土日と２０１０年１０月の
日曜日に２回、それぞれ９時から１８時まで実施
した。５　 月と１０月の調査は、HIS の経営による
ハウステンボスの再出発人気、また、新イベン
ト開催で多くの市民の来場が予想されており、
幅広いサンプルの確保が期待できることから実
施したものである。
　調査項目
調査項目は、２００７年２月から２００９年５月まで
実施していた６２項目に２００９年８月にオープンし
た「海きらら」を新たに加えて設定した。旧調
査における６２項目の選定手順は、まず、佐世保
市の観光パンフレット、観光コンベンション協
会のホームページ等から観光資源、観光施設、
観光素材をいくつか選定した。次に、これをも
とに予備調査を実施した。その結果をもとに、
「景 観・風 景・景 色」「文 化・行 事」「食」「産
業・観光」「歴史・まち・人」の５分野につい
て計６２項目を設定した。
　回収結果
佐世保市民からの回答サンプルは６８７で、ほ
ぼ十分な数が確保できた。調査票受け取り拒否
の主なケースは、幼児子供連れ、若者グループ
であった。全体的に、中学生と高校生の回収サ
ンプルがやや少なかった。
２．調査結果とその考察
　佐世保の観光資源・観光施設の認知度
佐世保の観光資源・観光施設（地域の魅力）
６３項目を提示し、「佐世保にあると知っている」
ものを尋ねた。「知っている」「よく知っている」
を合わせた度合いを認知度と規定した。
佐世保市民の間では、「ハウステンボス」「九
十九島の島々」「ハウステンボスの風車とチュー
リップ」「西海橋」の認知度は９０％台と高く、
ほぼすべての市民が知っていると答えている
（表１）。これらに「アルカス佐世保」「ハン
バーガー」が続く。「アルカス佐世保」につい
ては、観光イベント、観光関連会議、観光見本
市等のコンベンション開催によって、「ハン
バーガー」やその他上位の観光対象と同様に観
光施設としてのいっそうの活用が望まれるとこ
ろである。また、１１位の「SSK」、１４位の「ジャ
パネットたかた」も市民に馴染んだ地元企業で
あることが確認でき、重要な産業観光の整備対
象としてよいであろう。
逆に、「原田泳幸」「エコツーリズム」「旧海
軍佐世保鎮守府凱旋記念館」などの認知度が低
い。佐世保出身の日本マクドナルド社長の認知
度の状況はおくとして、佐世保市が観光推進の
目玉のひとつとしている「エコツーリズム」の
市民認知度は３１％であり、その低さには問題が
ある。具体的な活動の成果や楽しさなどのＰＲ
が欠かせない。また、現在市民文化ホールとし
て利用されている国の登録有形文化財「旧海軍
佐世保鎮守府凱旋記念館」の認知度も３６％と極
めて低いが（「市民文化ホール」と訊けば異なっ
た結果となったかもしれない）、佐世保が誇る
近代化遺産のひとつであり、その積極的な活用
が急がれる。 
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70歳以上60代50代40代30代20代10代女性男性全体対　　　　　　象順位
94.0％95.4％97.1％100.0％93.2％98.6％98.8％95.4％97.8％96.6％ハウステンボス1
94.8％97.2％94.9％98.9％94.2％88.9％97.7％94.9％95.1％95.1％九十九島の島々2
91.4％93.9％88.8％96.7％88.4％97.3％95.7％94.7％91.1％93.0％ハウステンボスの風車とチューリップ3
89.4％93.2％93.7％94.7％86.3％88.1％97.7％92.5％91.3％91.8％西海橋4
85.4％89.1％88.7％94.7％86.2％88.6％95.5％89.8％89.8％89.4％アルカス佐世保5
×78.6％87.2％91.3％93.6％90.1％89.4％93.2％87.3％90.2％88.6％ハンバーガー6
78.4％91.2％89.4％94.7％91.1％88.9％86.8％89.9％86.8％88.3％西海パールシーリゾート7
85.6％89.3％88.7％90.4％82.4％91.2％89.8％88.6％88.9％88.1％三ケ町・四ケ町アーケード8
84.0％90.9％90.1％95.7％×72.9％82.0％95.4％89.2％85.9％87.1％九十九島せんぺい9
79.2％83.9％85.1％94.6％85.3％83.6％95.5％86.5％85.8％86.2％九十九島水族館「海きらら」10
75.2％90.9％92.1％93.6％88.0％78.7％77.2％81.6％○88.6％85.0％SSK（造船）11
77.2％86.5％85.7％93.5％76.6％78.9％89.8％84.3％84.0％83.7％YOSAKOI させぼ祭12
82.2％88.4％86.4％94.7％77.3％×72.8％78.6％83.4％83.3％82.9％弓張展望台からの眺望13
73.2％83.5％81.0％96.7％86.3％74.2％89.7％83.1％82.9％82.8％ジャパネットたかた14
88.4％87.4％86.5％90.4％87.2％×69.5％×65.6％85.6％80.5％82.5％亜熱帯動植物園15
81.4％91.6％86.5％88.2％×68.4％74.8％80.6％81.4％82.8％81.8％新西海橋16
80.8％87.5％85.8％89.4％81.4％72.2％×70.6％84.0％78.7％81.3％牡蛎（かき）17
78.8％86.5％85.9％90.4％80.5％×64.2％82.9％83.5％79.0％81.2％エレナ18
79.0％88.6％86.5％97.8％79.3％×60.1％71.2％80.9％80.5％80.4％城島健司19
84.4％91.6％84.2％85.2％79.3％69.8％×59.0％81.0％79.6％79.7％早岐茶市20
84.0％85.1％83.9％90.4％75.6％×68.3％×64.2％○84.8％73.9％79.1％赤い風船21
71.8％81.6％83.6％81.9％80.2％75.4％77.7％77.8％80.0％78.8％米軍基地22
73.0％80.9％85.0％89.4％81.0％×66.1％×62.8％77.0％78.0％76.9％自衛隊23
83.8％92.1％86.4％89.3％85.1％×55.5％×36.6％79.1％74.9％76.5％展海峰からの眺望24
70.4％78.4％83.7％90.5％77.3％67.1％66.8％○80.7％72.0％76.2％きらきらフェスティバル25
78.2％88.8％88.7％86.2％69.8％×59.7％×57.4％○82.1％71.3％76.1％ぽると26
81.0％84.4％83.6％77.7％74.2％×59.5％67.8％76.3％76.7％75.9％三川内焼27
76.8％81.6％83.5％78.6％76.3％×63.0％66.3％77.5％74.7％75.5％パールクイーンによる九十九島観光28
75.4％87.7％86.4％82.0％70.3％×47.5％×62.1％75.6％74.2％74.3％三川内陶器市29
75.2％87.9％84.4％87.2％73.2％×47.5％×41.4％74.0％70.0％71.7％石岳展望台からの眺望30
79.2％83.7％80.7％79.6％71.1％×54.0％×48.0％71.0％73.2％71.7％福石観音30
76.8％78.4％81.6％80.8％62.6％61.4％×53.7％○75.2％67.6％71.3％佐世保くんち32
63.2％75.1％77.8％83.9％73.2％63.6％61.7％70.9％72.4％71.1％白浜キャンプ場（海水浴場）33
71.4％82.8％80.0％86.2％73.4％×52.8％×46.4％71.1％70.4％70.8％佐世保独楽（こま）34
72.0％75.6％77.2％76.4％63.6％×58.7％62.9％70.4％69.9％69.8％競輪（けいりん）35
80.2％84.9％80.9％82.1％70.6％×44.7％×37.7％○74.0％64.9％69.7％戸尾市場（トンネル横丁）36
×52.6％65.4％71.0％81.0％77.2％71.9％64.7％72.2％63.7％68.5％レモンステーキ37
71.0％77.5％74.2％75.4％63.9％59.1％×53.3％62.2％○75.7％68.2％軍港38
78.8％83.3％79.4％85.0％66.3％×44.6％×33.6％66.7％71.2％68.2％針尾電波塔38
77.4％87.0％82.3％80.9％65.1％×38.7％×38.2％69.1％67.1％68.1％前川清40
67.0％72.1％75.0％78.6％72.2％×54.0％×55.7％66.7％70.0％67.9％えぼしスポーツの里41
×52.4％62.4％63.5％77.4％69.4％68.9％85.1％66.0％69.9％67.4％佐世保シーサイドフェスティバル42
70.0％81.2％79.5％78.8％69.1％×44.2％×30.4％67.9％64.4％65.6％村上龍43
67.8％73.8％70.1％78.5％63.3％60.1％×33.8％62.1％67.5％64.5％セイルタワー44
75.2％81.0％83.6％82.9％63.6％×38.1％×17.8％66.7％62.5％64.4％三浦町教会45
68.6％73.5％67.2％78.7％65.3％×49.5％×42.3％65.8％62.6％64.0％正月早朝初売り46
54.4％70.2％70.1％76.2％72.8％×50.0％×51.7％63.4％64.3％63.5％あごだしラーメン47
58.2％70.3％67.9％76.5％60.9％56.9％×45.8％66.0％59.4％62.5％海軍さんのシチュー48
71.2％76.8％71.6％70.3％65.3％×28.8％×16.5％61.0％56.4％58.4％梅ヶ枝酒造49
63.2％77.0％67.0％71.2％53.7％×42.０％×28.1％57.7％58.9％58.3％せり市（朝市）50
67.8％69.6％66.3％65.7％49.6％×39.4％×30.4％55.3％58.1％56.5％赤レンガ倉庫51
65.6％74.0％67.1％61.6％59.2％×32.8％26.1％56.4％57.3％56.2％船越展望台からの眺望52
61.2％64.3％68.0％70.0％54.4％×38.7％32.5％56.3％56.7％56.2％サンセットクルーズ53
60.4％71.0％64.6％55.3％46.5％×38.7％46.2％56.3％54.8％55.3％真珠54
70.2％81.2％74.1％65.7％46.2％×23.9％×14.0％55.0％56.2％55.2％浦頭引揚記念平和公園55
67.8％69.6％70.0％62.6％45.9％×31.6％×25.9％57.6％51.3％54.5％愛宕まつり（あたごさん市）56
46.4％58.4％62.2％69.0％57.1％×37.3％×36.1％50.7％54.5％52.4％サンセットジャズフェスティバル57
46.6％65.6％66.1％54.2％51.3％42.0％×23.5％45.4％○57.0％50.6％外国人バー58
48.4％55.9％56.5％65.9％51.0％×36.1％×18.1％50.4％45.4％47.8％入港ぜんざい59
42.2％56.6％48.7％58.5％43.5％×22.0％×14.0％41.5％41.4％41.2％鯛しゃぶ60
54.6％52.4％45.4％33.8％24.7％×19.8％×9.2％30.4％42.1％35.7％旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念館61
29.0％41.0％38.6％36.0％27.7％21.8％×19.9％28.8％33.2％30.9％エコツーリズム62
14.2％31.6％20.1％21.2％20.6％8.0％×4.6％14.8％19.9％17.4％原田泳幸63
100.0％100.0％100.0％100.0％100.0％100.0％100.0％100.0％100.0％100.0％合　　　　　　計
表１　性別、年代別の認知度
（注）全体値は年代別の加重平均値（無回答の数に違いがあり男女別の加重平均値とは一致しない）
　　 網掛け：認知度９０％以上と４０％未満　　○：男女差の大きい値（有意水準０.０５の男女間の差の検定に基づく）
　　 ×：全体の比率より１０ポイント以上小さい値
①　性別の認知度
性別によって佐世保の魅力の認知状況に違い
があることが確認できた（χ２ 検定は０.０５水準で
有意）。上位４項目については高い認知度であ
りかつ男女間の差はあまりない。しかし、「ハ
ンバーガー」は、男性では「アルカス佐世保」
を抜いて第５位であるが、女性では９位に後退
する。「西海パールシーリゾート」は女性では
「アルカス佐世保」を抜いて第５位に上昇してい
る。子育て年代での利用が認知度を底上げして
いるとも考えられる。
男 女 間 で 認 知 度 の 違 い が 大 き い も の は、
「SSK」「軍港」「外人バー」で、これらは男性
の方に認知度が高い。一方、「赤い風船」「きら
きらフェスティバル」「ぽると」「佐世保くんち」
「戸尾市場」は女性の認知度の方が高い。女性
の食べることへの関心の高さがうかがえる結果
と言えようか。とくに「赤い風船」の認知度は
８０％台半ばで、女性の間で高い割合を示す。贈
答品やみやげ品、スイーツなどの新商品開発で
市外からの購買（観光商品）増が期待できる。
「エコツーリズム」については男女とも認知
度が低い。
②　年代別の認知度
年代によって佐世保の魅力の認知状況に違い
があることも確認できた（χ２ 検定は０.０５水準で
有意）。上位３項目については高い認知度であ
りかつ年代間の差はあまりない。しかし、１０代
と２０代では他の年代に比べ認知度が低い項目が
多いという結果が出た。例えば、国の登録有形
文化財「旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念館」の認
知度は１０代で９.２％に過ぎず、「浦頭引揚記念平
和公園」や「鯛しゃぶ」も１４.０％に留まる。ま
た、「展海峰からの眺望」は６０代の認知度と５０ポ
イント以上の大きな開きがある。地元民が地域
をよく知ることが地域への思い入れや愛着を生
み、地域の自信そして自慢へと繋がっていく。
これに惹きつけられて観光客が訪れる。若い人
が地域資源、地域の魅力をよく知ること、この
ことが観光振興を進める上での佐世保市の大き
な課題であることが明らかとなった。
７０歳以上の認知度についても、１０代や２０代ほ
どではないものの、認知度はその前の年代に比
べ低下することが多い。とくに、「ハンバー
ガー」「レモンステーキ」「佐世保シーサイドフェ
スティバル」にこの傾向が強く見られる。高齢
者向けへの一工夫が必要とされる。「ハンバー
ガー」の認知度は、観光コンベンション協会を
始めとする振興への取り組みが積極的に展開さ
れており、認知度はここ数年で大きく向上した
と見られる。しかし、７０歳以上でのその認知度
は他の年代に比べ決して高いものとは言えな
い。佐世保バーガーが地域ブランドとして確立
するには、他地域へのプロモーションのみなら
ず、地域内での幅広い支持（どの年代にとって
も魅力）、とくに高齢層での認知度の向上、その
ためには、食として広がること、食べやすさが
必要とされる。また、７０歳以上市民の高齢者観
光の促進には、６０代の認知度と比べて大きな低
下を見ない項目の整備からの検討も考えられよ
う。
６０代では、知っていると回答した項目の数は
５０代、７０歳以上よりも多い。６０代は健康で動き
回ることのできる人たちが７０歳以降に比べ当然
多く、現役である人も少なくない。５０代ほど仕
事に追われることも少ないであろうし、時間の
ゆとりがあり、また孫もいよう。当然行動範囲
や回数は隣接する年代より広くかつ多いこと、
したがって認知度が高く出ることは容易に想像
できる。
４０代においては、認知度の高い項目が多く、
日常生活における行動･活動範囲の広さがうか
がえる。９０％以上の認知度項目の数が他の年代
をかなり上回っている。
佐世保の「エコツーリズム」はどの年代にお
いても認知度が低い。財団法人日本交通公社の
全国調査によれば、「エコツアー」は４６.９％の人
に認知され、高い年代ほど認知率が高いことが
わかっており、７０代では６１.８％に達する３）。参
加経験者は２.７％に留まるが、若い年代での関
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心の高まりがうかがえる結果が出ている。１０
代・２０代での利用喚起が課題である。
③　留学生の認知度
本学には数多くの留学生が在籍している。こ
こでは、本学留学生における佐世保の魅力（観
光対象）についての認知状況を分析した。
調査時期は２０１０年１０月、国際観光学科留学生
１年生と２年生を対象に認知度アンケート調査
を実施した。調査項目は佐世保市民対象のもの
と同一である。回収数は７７人、うち中国人留学
生７０人、韓国人留学生７人であった。分析に使
用したサンプルは１０代と２０代の６７である（本学
における１・２年生留学生の母集団の大きさか
らすればほぼ十分なサンプル数である）。
留学生の半数以上が知っている項目は７項目
のみである。しかし、数値は低いが、日本人と
比較して順位を上げている項目が多く見られ
る。「九十九島の島々」「ハンバーガー」「早岐
茶市」「九十九島水族館海きらら」などである。
講義で学んだ、大学の授業等で行った、居住地
の近くにある、アルバイト先であるなどが認知
度を上げる要因となっている。身近で経験する
佐世保市民の市内観光資源・観光施設認知状況についての分析
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表２　留学生と日本人の認知度比較（数値はいずれも10代と20代の合計人数に対する割合）
（注）網掛け：日本人（佐世保市民）より順位を上げる項目
中国・韓国人留学生対　　　　　　象順位
82.1％ハウステンボス1
77.6％九十九島の島々2
67.2％ハンバーガー3
64.2％ハウステンボスの風車とチューリップ4
62.7％早岐茶市5
58.2％九十九島水族館「海きらら」6
50.7％西海橋7
47.8％九十九島せんぺい8
41.8％米軍基地9
41.8％佐世保くんち9
41.8％エレナ9
35.8％牡蛎（かき）12
34.3％弓張展望台からの眺望13
32.8％三ケ町・四ケ町アーケード13
31.3％西海パールシーリゾート15
31.3％福石観音15
25.4％新西海橋17
23.9％レモンステーキ18
23.5％三浦町教会18
22.1％パールクイーンによる九十九島観光20
22.1％真珠20
20.6％石岳展望台からの眺望22
20.6％浦頭引揚記念平和公園22
20.6％自衛隊22
19.1％展海峰からの眺望25
19.1％SSK（造船）25
17.6％YOSAKOI させぼ祭27
17.6％三川内陶器市27
17.6％アルカス佐世保27
16.2％赤い風船30
16.2％軍港30
日本人対　　　　　　象順位
98.7％ハウステンボス1
96.5％ハウステンボスの風車とチューリップ2
93.0％九十九島の島々3
92.6％西海橋4
91.9％アルカス佐世保5
91.2％ハンバーガー6
90.6％三ケ町・四ケ町アーケード7
89.2％九十九島水族館「海きらら」8
88.3％九十九島せんぺい9
87.9％西海パールシーリゾート10
84.0％YOSAKOI させぼ祭11
81.4％ジャパネットたかた12
78.0％SSK（造船）13
77.5％新西海橋14
76.5％米軍基地15
76.5％佐世保シーサイドフェスティバル15
75.5％弓張展望台からの眺望17
72.9％エレナ18
71.5％牡蛎（かき）19
68.5％レモンステーキ20
67.6％亜熱帯動植物園21
67.0％きらきらフェスティバル22
66.4％赤い風船23
65.3％城島健司24
64.8％早岐茶市25
64.6％自衛隊26
64.5％パールクイーンによる九十九島観光27
63.4％三川内焼28
62.7％白浜キャンプ場（海水浴場）29
60.7％競輪（けいりん）30
ことが認知度を上げていると言える。とくに、
「早岐茶市」「佐世保くんち」「福石観音」「真珠」
「浦頭引揚記念平和公園」「展海峰からの眺望」
「三川内陶器市」などは大学絡みがうかがえる。
しかし、「西海橋」「三ケ町・四ケ町アーケー
ド」「西海パールシーリゾート」「SSK」「YO-
SAKOI させぼ祭」「アルカス佐世保」「赤い風
船」などは日本人と比較して順位を下げており、
まだ馴染みが薄い項目となっている。
いずれにせよ上位３０項目は、中には特殊な要
因で順位を上げているものもあるが、外国人の
印象に残ったものとして注目してよいだろう。
　性年代別分析で因子の抽出
性や年代で認知状況に違いがあることを明ら
かにしてきたが、次に、性年代別にどのような
特徴があるかを分析することとする。
性年代別のクロス集計結果からも地域の魅力
の認知度に違いがあることを確認することがで
きる（χ２ 検定は０.０５水準で有意）。しかし、性
年代別区分が多く（１４区分）、クロス表が複雑に
なり読み取りが難しくなる。そこで、クロス集
計結果を大きさ６３の１４変量データとみなして因
子分析を適用した。
固有値が１以上という基準を用いると因子数
は２となる（表３）。因子 No.３ 以下は小さい
ので因子数は２とする。
これまでの分析で、年代で共通する認知項目
や異なる項目を見てきており、共通因子や年代
因子の抽出が想定されるが、因子分析によって
抽出された因子の解釈を試みる（表４）。
【第１因子】因子負荷量はいずれも正で、ほ
ぼ０.８前後の値となっている。これにより、性・
年齢を問わず、一般に認知されているかどうか
を表す因子と解釈される。
【第２因子】因子負荷量は男女を問わず若い
層で正、年とった層で負になっている。これに
より、年齢により認知度の違いを表す因子と解
釈される。
【第３因子】因子として採用しないが参考ま
でに表中に掲げる。
さらに単純構造をえるためにバリマックス回
転を適用すると、表４の右側が得られる。
【第１因子】因子負荷量は、男女を問わず５０
代、６０代と７０代以上でとくに高い。これによ
り、中高年での認知状況を代表する因子と解釈
される。
【第２因子】因子負荷量は男女を問わず１０代
と２０代でとくに大きい。これにより、若年層で
の認知状況を代表する因子と解釈される。
【第３因子】因子として採用しないが参考ま
でに表中に掲げる。
認知度維持向上・改善対象を明らかにするた
めに、回転前の第１因子、回転後の第１因子と
第２因子の得点の高い項目と低い項目を示す。
◎回転前の第１因子（共通因子）
・高い項目（一般に認知されている）：「ハウス
テンボス」「九十九島の島々」「ハウステンボ
スの風車とチューリップ」「西海橋」
・低い項目（一般に認知されていない）：「原田
泳幸」「エコツーリズム」「旧海軍佐世保鎮守
府凱旋記念館」「鯛しゃぶ」「入港ぜんざい」
◎回転後の第１因子（中高年因子）
・高い項目（中高年で認知されている）：「展海
峰からの眺望」「針尾電波塔」「浦頭引揚記念
平和公園」「早岐茶市」「九十九島の島々」
・低い項目（中高年層で認知されていない）：
「レモンステーキ」「佐世保シーサイドフェス
ティバル」「サンセットジャズフェスティバル」
◎回転後の第２因子（若年因子）
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累積寄与率寄与率固有値因子 No.
78.6％78.6％11.008因子 No.1
87.1％8.5％1.191因子 No.2
89.0％1.9％0.266因子 No.3
89.9％0.9％0.121因子 No.4
90.4％0.5％0.069因子 No.5
90.6％0.2％0.026因子 No.6
90.7％0.1％0.019因子 No.7
90.8％0.1％0.008因子 No.8
表３　固定値表
・高い項目（若年層で認知されている）：「佐世
保シーサイドフェスティバル」「ハウステン
ボスの風車とチューリップ」「九十九島水族
館海きらら」「ハウステンボス」「ハンバー
ガー」「アルカス佐世保」「三ケ町・四ケ町アー
ケード」「西海橋」
・低い項目（若年層で認知されていない）：
「梅ヶ枝酒造」「浦頭引揚記念平和公園」「三
浦町教会」「村上龍」「前川清」
　
以上、性別、年代別、そして性年代別の分析
によって、地域魅力の認知度をさらに向上させ
ていくべき対象、改善する対象を明らかにし
た。
　認知度と観光魅力との関係
ここからは、佐世保の観光資源・観光施設等
の認知度と観光魅力としての認識との関係を見
ていくこととする。
調査対象６３項目について、観光資源･観光施
設として魅力の高いものを２つ挙げてもらっ
た。この回答と佐世保にあると知っていた認知
項目との関係、すなわち、認知度と観光魅力認
識度との関係を調べた。
結果は、認知度が高まると観光魅力認識度も
高まる傾向は確認できたものの、高い相関関係
は得られなかった（図１）。
これは、認知度の高さ以上に相対的に高く観
光魅力として認識されている項目がいくつかあ
る、認知度が高くても観光魅力として認識され
ていない項目が少なからずある、また、認知度
がある割合を下回ると観光魅力としての認識が
極めて低くなる（弾性値が低い）項目も多くあ
ることなどによる。
認知度の平均と観光魅力の認識度の平均で４
つの分野に区分し、観光魅力の整備対象を明確
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バリマックス回転後バリマックス回転前　　　　　　 因子
変量　　　　　 　 因子 No.3因子 No.2因子 No.1因子 No.3因子 No.2因子 No.1
0.10220.89490.3018－0.1596　0.46580.8124男性10代
0.11150.85740.4104－0.1696　0.36540.8681男性20代
0.33170.52570.49930.08500.05630.7908男性30代
0.36500.57190.57600.08840.03930.8847男性40代
0.19230.42000.8059－0.1005　－0.2251　0.8956男性50代
0.17540.32360.8491－0.1074　－0.3256　0.8596男性60代
0.08660.31020.9208－0.2065　－0.3824　0.8734男性70歳以上
0.23460.89430.3381－0.0428　0.43970.8797女性10代
0.32120.82630.36770.04590.36830.8851女性20代
0.46810.61280.57080.17910.07210.9398女性30代
0.55230.49870.64060.2651－0.0604　0.9435女性40代
0.43620.44430.73750.1424－0.1641　0.9404女性50代
0.30630.37160.84660.0074－0.2897　0.9299女性60代
0.21640.36710.8428－0.0760　－0.2895　0.8957女性70歳以上
表４　推定された因子負荷量
図１　認知度と観光魅力の関係
にする。
まず、「認知度平均以上」「観光魅力としての
回答割合平均以上」（表５左上）の１１対象を観
光重点整備対象と位置づける（表５）。認知度
９０％以上の「ハウステンボス」「九十九島の
島々」「ハウステンボスの風車とチューリップ」
についてはさらなる観光魅力度の向上、認知度
８０％台の「九十九島水族館」「YOSAKOI させ
ぼまつり」「ハンバーガー」「西海パールシーリ
ゾート」「弓張岳展望台からの眺望」「牡蠣」に
ついては認知度と観光魅力認識度の向上が課題
で、「パールクイーンによる九十九島観光」「展
海峰からの眺望」も改善対象となる。その際に
は、先に分析した性別、年代別、性年代別の認
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佐世保にあることを知っている割合（認知度）
佐　
世　
保　
の　
観　
光　
魅　
力　
割　
合
認知度平均未満（70％未満）認知度平均以上（70％以上）

 1．ハウステンボス＋＋
 2．九十九島の島々＋＋
 3．九十九島水族館「海きらら」＋
 4．YOSAKOI させぼ祭＋
 5．ハンバーガー＋
 6．ハウステンボスの風車とチューリップ＋＋
 7．西海パールシーリゾート＋
 8．パールクイーンによる九十九島観光
 9．弓張展望台からの眺望＋
10．展海峰からの眺望
11．牡蛎（かき）＋
観
光
魅
力
回
答
割
合
平
均
以
上
13．佐世保シーサイドフェスティバル
18．サンセットジャズフェスティバル
20．サンセットクルーズ
21．船越展望台からの眺望
22．セイルタワー
22．赤レンガ倉庫
24．浦頭引揚記念平和公園
26．針尾電波塔
27．軍港
30．外国人バー
31．戸尾市場（トンネル横丁）
31．あごだしラーメン
37．せり市（朝市）
39．レモンステーキ
41．正月早朝初売り
44．旧海軍佐世保鎮守府凱旋記念館
51．三浦町教会
５１．梅ヶ枝酒造
53．海軍さんのシチュー
54．競輪（けいりん）
54．前川清
56．えぼしスポーツの里
56．入港ぜんざい
58．愛宕まつり（あたごさん市）
59．村上龍
59．真珠
59．鯛しゃぶ
59．エコツーリズム
59．原田泳幸
12．きらきらフェスティバル
14．亜熱帯動植物園＋
15．西海橋
16．三ケ町・四ケ町アーケード＋
17．石岳展望台からの眺望
18．早岐茶市
25．エレナ＋
27．ジャパネットたかた＋
29．三川内焼
31．米軍基地
31．新西海橋＋
35．福石観音
35．ぽると
38．アルカス佐世保＋
39．佐世保独楽（こま）
41．三川内陶器市
41．佐世保くんち
45．九十九島せんぺい＋
46．自衛隊
47．赤い風船
48．城島健司＋
49．白浜キャンプ場（海水浴場）
49．SSK（造船）＋
観
光
魅
力
回
答
割
合
平
均
未
満
（
４
％
未
満
）
表５　認知度と観光魅力認識度
（注）網掛け：観光魅力割合１％未満　　　数字は観光魅力回答割合の順位
　　 ＋＋：認知度９０％以上　　＋：認知度８０％台
知度の特徴を考慮して行なわなければならな
い。
「認知度平均以上」「観光魅力としての回答割
合平均未満」（表５左下）の１５対象（網掛け項
目を除く）を準観光重点整備対象と位置づけ
る。とくに、「亜熱帯植物園」「三ケ町・四ケ町
アーケード」「エレナ」「ジャパネットたかた」
「新西海橋」「アルカス佐世保」は認知度が８０％
台であり優先的に新たな魅力を整備する対象と
したい。また、観光魅力としての認識度が低い
網掛け項目の中でも、「九十九島せんぺい」「城
島健司」「SSK」は認知度が高く、観光活用の
方法を工夫すべきである。
「認知度平均未満」「観光魅力としての回答割
合平均未満」（表５右下）の諸対象については
当面静観、網掛け以外の対象から試験的に整備
対象を選ぶこととなろう。
お わ り に
地域の魅力が観光の魅力となるには、地域な
らではの希少性や模倣困難性をもたなければな
らないし、その地域のイメージとしての広がり
も必要である。また、地域魅力を観光魅力とし
ない、あるいは意識しない、これは何によるも
のかなど、まだ解明しなければならない原因や
プロセスがある。
今後の解決すべき課題は多いが、できるだ
け、その解に迫れるよう調査を継続し、分析を
行なっていくこととしたい。その際には、過去
に実施した居住地域別の同種調査の結果と今回
は分析対象としなかった佐世保市民以外の地域
住民の認知度や観光魅力認識度調査結果も見て
いくこととする。他所から訪れた人、外国人が
その地域の魅力を発見することが少なくないか
らである。
また、大学は地域貢献の役割を担っており、
住民や企業･団体にとって地域の魅力である。
評価項目として「長崎国際大学」を追加したい。
最後に、本学は、１０代・２０代における佐世保
魅力の認知向上についての重要性を認識してお
り、今後もさらなる向上に努めていくことを確
認する。
注
１）Kotler, P, Haider, D. H., and Rein, I.（１９９３）
Marketing Places：Attracting Investment, Industry and 
Tourism to Cities, States and Nations, The Free 
Press.（前田正子他訳（１９９６）『地域のマーケティ
ング』東洋経済新報社）邦訳１３０頁
２）青山有三（２００８）『佐世保の観光資源・観光施
設についての認知状況の分析』長崎国際大学論叢
第８巻，６３７３頁
３）財団法人日本交通公社（２０１０）『旅行者動向２０１０』
財団法人日本交通公社，４２頁
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